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事故当時、バックホーを用いて側溝を埋め戻す作業を行っていた。 リハビリ期間も含め全治3週間の診断

そして土砂がトラフ内に入らないよう開口部にはコンパネを

乗せ蓋をしていた。

被災者はトラフの上でオペレーターに合図を行っていたが

コンパネに足を乗せた際、コンパネがずれその反動で

バランスを崩し転倒し膝をトラフに強打した。

人が作業する場所であったにも拘わらずコンパネにズレ防止を 非常に足場の狭い場所で合図を行っており、

施さなかったこと 合図者と重機の接触や法面部への転落リスク

も考慮し、合図者の有無を検討する事も必要と

考えられます。

　調査記入時の注意点－－①　所属欄は５項目の該当する項目に○マークの記入　　　②３要因(人的･物的・管理的）に関係・該当する要因に○－重要要因と思われる事項に◎を記入してください。（添付要因資料参照）

１．コンパネにズレ防止を設置した

重機に合図中、養生用のコンパネの蓋がズレ転倒

災
害
発
生
時
記
録

発生月日　時 工事内容 公園広場造成工事（敷地造成工、雨水排水工、通路広場整備工一式）

被災者 職種 経験年 所属
初期の対策状況含む事項(写真含）
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7月17日（木）１５時３０分

土工 34

左下腿打撲、左膝関節血症
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人的
要因

災　　害　　発　　生　　要　　因

１次会社

1

災
害
発
生
状
況
(

写
真

番
号

◎

転倒ー ３	


